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要 約

小型ピロプラズマ病流行地域で放牧飼養されているホルスタイン種乳牛３０頭を対象として、小型ピロプラズ

マ（Theileria orientalis）の垂直感染調査を実施したところ、出生後間もない３頭（１０％）の子牛に垂直感染が

示唆された。また、垂直感染の有無に影響する要因を調査したところ、母牛の発症の有無、寄生赤血球率、分

娩月齢および子牛の初乳摂取の有無は垂直感染に影響を与えないことが明らかとなった。
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牛の小型ピロプラズマ病は赤血球内寄生性タイレリア

（小型ピロプラズマ、Theileria orientalis）によって引

き起こされる家畜原虫病である［１］。感染した牛の多く

は無症状で耐過するが原虫は持続感染し、妊娠・分娩や

輸送などのストレスが負荷されると発症するとされてい

る。本疾病は、発熱、貧血、心悸亢進、呼吸促迫、元気

・食欲の不振などの症状を示し、重症例では死亡するこ

ともある［１－２］。本病は主として放牧地におけるマダニ、

あるいは舎飼期のウシホソジラミによる媒介［３］のほか、

垂直感染することも証明されている［４］。しかし、出生

後間もない子牛における小型ピロプラズマの垂直感染、

実際の発生率などは不明である。

そこで今回、小型ピロプラズマ病流行地域において、

小型ピロプラズマ陽性の母牛を対象に垂直感染の有無に

影響する要因、また出生後間もない子牛の垂直感染の頻

度について検討した。

材料と方法

１．供試牛

北海道釧路管内標茶町で飼育されるホルスタイン種乳

牛のうち、２０１０年１１月～２０１２年１月までの期間に分娩し

た３０頭を用いた。供試牛はいずれも妊娠期間中、小型ピ

ロプラズマ病が流行する牧野に夏期放牧されていた。分

娩時の母牛の月齢は２２．２～９３．３カ月齢（平均３４．８カ月

齢）であり、採血は分娩後２．６±３．１日に頚静脈または尾

静脈から行った。また、子牛は母牛に並行して頚静脈か

ら採血した。

２．小型ピロプラズマの検出

小型ピロプラズマの検出は、末梢血から抽出した

DNAを材料に、主要ピロプラズマ表面蛋白（Major Pi-

roplasma Surface Protein : MPSP）遺伝子を標的とす

るポリメラーゼ連鎖反応（PCR）法により行った［５］。

また、各血液材料については、血液塗抹のギムザ染色

標本も作製し、鏡検により小型ピロプラズマの寄生赤血
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球（parasitized erythrocytes : PE）率を算出した。判

定は石原法を用いて［２］強拡大（１０×１００）で鏡検し、各

視野に寄生赤血球が１０個以上を PE１０％、１個～１０個未

満を１％、１０視野に１個以上を０．１％、１０視野に１個未

満を０．０１％そして検出されない場合を０％に区分した。

３．血液一般検査および血液生化学検査

血液一般検査は全自動血球計数器（Celltacα MEK―

６３５８、日本光電工業（株）、東京）で行い、血液凝固阻害

剤 EDTA加血液を用いて白血球数、赤血球数、ヘマト

クリット値、ヘモグロビン濃度、平均赤血球容積（MCV）、

平均ヘモグロビン容積（MCH）、平均ヘモグロビン濃度

（MCHC）および血小板数を測定した。また、血液生

化学検査は自動分析装置（TBA―２００FR Neo、東芝メディ

カルシステムズ（株）、栃木）で行い、得られた血清の総

蛋白質濃度、血液尿素窒素、総ビリルビン、直接ビリル

ビンおよびシアル酸を測定した。子牛については初乳摂

取の有無を確認するため、血清 IgGをウシ・IgG定量

キット（メタボリックエコシステム研究所（株）、宮城）

を用いて測定した。

４．統計処理

PCR検査により子牛から小型ピロプラズマ遺伝子が

検出された母牛群（垂直感染陽性群）と検出されなかっ

た母牛群（垂直感染陰性群）に区分し、両群間の血液一

般検査項目、生化学検査項目、PE率および分娩月齢に

ついてMann-Whitneyの U検定を実施した。p＜０．０５

を有意差ありと判定した。

成 績

１．小型ピロプラズマ垂直感染

PCR検査陽性母牛から娩出された子牛３０頭のうち３

頭（１０％）が PCR陽性を示した。陽性子牛と陰性子牛

の判定例は図１に示す。

PCR陽性３頭の子牛は臨床的に異常を認めず、また

陰性子牛と比較して血液性状に差は認められなかった

（表１）。

また、PCR検査陽性子牛３頭の概要は表２に示す。

３頭中１頭では母牛が小型ピロプラズマ病を発症してお

り、PE１．０％、貧血と食欲不振を示していた。また、そ

の子牛は初乳未摂取であった。残りの２頭については母

牛の一般状態に異常はみられず、子牛も十分に初乳を摂

取していた。

２．垂直感染陽性母牛群と陰性母牛群の比較

垂直感染陽性群および陰性群の比較は表３に示す。そ

れぞれ平均分娩月齢は４８．１カ月齢および３５．５カ月齢、平

均 PE率は０．５５％および０．１３％であり、分娩月齢および

PE率について両群間に有意差は認められなかった。ま

た、両群に小型ピロプラズマ発症牛が存在していた。

血液性状については白血球数、赤血球数、ヘマトクリッ

ト値、ヘモグロビン濃度、MCV、MCH、MCHC、血

表１ 子牛の垂直感染陽性群と陰性群の比較

垂直感染陽性群

（n＝３）

垂直感染陰性群

（n＝２７）

白血球数（×１０２／�） ８７±４０ １０５±５８

赤血球数（×１０６／�） ８８８±２１９ ８１８±１３６

ヘマトクリット（％） ３６．３±１１．３ ３４．６±５．９

ヘモグロビン（g／�） １１．７±３．６ １０．９±１．７

MCV（fl） ４０．３±２．５ ４２．５±３．４

MCH（pg） １３．０±０．８ １３．３±１．０

MCHC（�／�） ３２．３±０．４ ３１．０±２．８

血小板数（×１０４／�） ３０．５±３．６ ５０．２±２６．７

総蛋白質（�／�） ５．６±１．０ ５．２±０．７

血液尿素窒素（�／�） １５．１±５．９ ９．２±５．８

総ビリルビン（�／�） １．２±０．２ ０．７±０．５

直接ビリルビン（�／�） ０．６±０．１ ０．４±０．２

シアル酸（�／�） １４０．４±２１．７ １３３．２±２６．６

図１ 母子ペア末梢血からの小型ピロプラズマ遺伝子検出結果
Lane１：母牛１－陽性 ２：母牛１からの子牛－非特異バ
ンドは見えるが、７７６bpの位置に微弱な陽性バンドが認めら
れる ３：母牛２－陽性 ４：母牛２からの子牛－陽性バン
ドが認められず陰性である
P：陽性コントロール N：陰性コントロール M：分子量
マーカー
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小板数、総蛋白質濃度、血液尿素窒素、総ビリルビン、

直接ビリルビン、シアル酸のいずれの項目も両群間に有

意差は認められなかった。

考 察

本調査では、PCR陽性母牛から娩出された３頭

（１０％）の子牛が PCR陽性を示した。小型ピロプラズ

マの末梢血出現は感染後１０－１４日から認められるとされ

ているが［６－７］、陽性子牛はいずれも生後３日以内であ

ることから、出生後の感染ではなく、胎生期の垂直感染

が強く示唆された。

垂直感染に関する報告［８］では、２日齢の子牛に貧血

症状が認められているが、本調査の垂直感染陽性子牛３

頭は、いずれも採血時の臨床症状に異常を認めなかった。

今後、陽性子牛の発症の有無や小型ピロプラズマ病伝播

に作用する因子の追跡調査を行う必要があるだろう。

今回、供試母牛を垂直感染陽性群および陰性群に区分

し、垂直感染の有無に影響を与える要因を調査したとこ

ろ、分娩月齢、PE率および血液性状のいずれも両群間

に有意差がなく、これらの要因は垂直感染に影響を与え

ないものと考えられた。また、両群ともに分娩前後に小

型ピロプラズマ病を発症し重度の貧血を示す牛が存在し

たことから、母牛の発症の有無は垂直感染に影響を与え

ないものと考えられた。

一般に、小型ピロプラズマ病はマダニの唾液腺の腺胞

細胞内で増殖したスポロゾイトが牛の体内に注入され、

単球でシゾントを形成した後に赤血球内に侵入してピロ

プラズムになる。このとき、血液塗抹ギムザ染色標本か

ら小型ピロプラズマ原虫のピロプラズムが検出でき

る［１］。垂直感染の経路としては初乳を介した感染も考

えられるが、陽性子牛の１頭が初乳未摂取であり、垂直

感染には初乳以外の感染経路が存在すると思われた。

小型ピロプラズマに関する研究は数多く存在するが、

垂直感染に関する研究は少なく、垂直感染が小型ピロプ

ラズマ病の伝播にどの程度影響しているのかは明らかで

はない。

本調査では、小型ピロプラズマ感染ホルスタイン種乳

牛から娩出された子牛の１０％に垂直感染が示唆された。

また、母牛の発症の有無、PE率、分娩月齢および子牛

の初乳摂取の有無は垂直感染に影響を与えないことが明

らかになった。

本調査を遂行するにあたり、ご協力いただいた帯広畜

産大学原虫病センタースタッフならびに臨床獣医学研究

部門の学生の方々に深謝いたします。
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PE：小型ピロプラズマ寄生赤血球

表３ 母牛の垂直感染陽性群と陰性群の比較

垂直感染陽性群

（n＝３）

垂直感染陰性群

（n＝２７）

白血球数（×１０２／�） １２１±１６ １１０±３９

赤血球数（×１０６／�） ４３６±２１４ ５９７±１５３

ヘマトクリット（％） ２３．６±９．０ ３１．５±６．８

ヘモグロビン（�／�） ８．１±３．１ １０．６±２．１
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